
 

学  位  論  文  要  旨  

 

 

養蚕 地 域 にお け る カイ コ 核 多角 体 病 ウイ ル ス の 疫 学 調 査と  

その 防 除 に関 す る 研究  

 

E p i z o o t i o l o g i c a l  s u r v e y  o f  B o m b y x  m o r i  n u c l e o p o l y h e d r o v i r u s  ( B m N P V )  i n  

s e r i c u l t u r a l  f a r m s  a n d  d e v e l o p m e n t  o f  n e w  c o n t r o l  m e t h o d s  f o r  t h e  B m N P V  

 

野澤  瑞佳  

M i t s u y o s h i  N o z a w a  

 

 

 

 

 

 

 

核多 角 体 病ウ イ ル ス（ B m N P V）は ，内 部汚 染 繭 の発 生 原 因と な る ウイ ル ス で，

現在 ， 養 蚕現 場 で 多発 し て 繭の 生 産 に深 刻 な 被害 を 及 ぼし て い る． 本 研 究は ，

茨城 県 南 地域 の 養 蚕現 場 で 発生 し て いる 核 多 角体 病 を 原因 と し た内 部 汚 染繭 の

発生 傾 向 と収 繭 量 に及 ぼ す 影響 を 解 析し ，その 防 除 に役 立つ 知 見 を得 る た めに ，

養蚕 現 場 にお け る B m N P V の拡 散範 囲 と主 要 な 汚染 箇 所 を特 定 し た上 で ， ホル

ムア ル デ ヒド に 替 わる 蚕 病 防除 剤 を 開発 し ， 実用 化 を 検討 し た もの で あ る．  

2 0 0 2 年 の各 蚕 期 に ，茨 城 県南 地 域 の養 蚕現 場 か ら 繭 を 採 集し ，内部 汚 染 繭に

占め る 核 多角 体 病 の割 合 を 調べ た 結 果， 晩 秋 蚕期 に 核 多角 体 病 によ る 内 部汚 染

繭が 多 発 する こ と が判 明 し た ． さ ら に， 調 査 対象 地 域 にお け る 内部 汚 染 繭の 発

生率 と 収 繭量 の 関 係を 解 析 した 結 果，晩秋 蚕 期 に両 者 の 間で 負 の 相関 が 成 立し ，

この 時 期 発生 す る 内部 汚 染 繭 が 収 繭 量に 悪 影 響を 及 ぼ すこ と が 判明 し た ．  

養蚕 現 場 にお け る B m N P V の防 除法 を 検討 す る ため に ， 先の 養 蚕 現場 を 対 象

に，B m N P V の分 布 状況 を 調 査し た ．春 蚕期 の 消 毒直 前 お よび 各 蚕 期の 収 繭 直後

に， 塵 埃 添食 試 験 法 に よ り 養蚕 関 連 施設 と そ の周 辺 の ウイ ル ス 分布 状 況 を調 べ

た結 果 ， 上蔟 室 が B m N P V に汚 染さ れ やす い こ とが 判 明 した ． 次 に上 蔟 室 内に

置か れ て いる 蚕 具 の中 で ， 未消 毒 の まま 放 置 され て い る収 繭 機 の汚 染 状 況を 確

認す る た めに ，B m N P V の B p 3 9 遺 伝子 の塩 基 配 列 か ら 既 知の プ ラ イマ ー よ りも

特異 性 の 高い プ ラ イマ ー を 設計 し ， 収繭 機 表 面の 塵 埃 から 分 離 した D N A を鋳

型と し て P C R と n e s t e d - P C R の 併用 に より B m N P V の汚 染 状況 を 調 べた 結 果 ，収

繭機 も B m N P V に 汚 染さ れ て いる こ と が判 明 し た．  

 B m N P V と 細 胞 質 多 角 体 病 ウ イ ル ス （ B m C P V） に よ り 壊 滅 的 な 違 作 を し た 一



養蚕 現 場 にお い て ， 両 ウ イ ルス の 分 布状 況 を 防疫 対 策 導入 前 後 に塵 埃 添 食試 験

法で 調 べ た結 果 ，B m N P V は主に 上蔟 室 から 検 出 され る 傾 向に あ り 先の 調 査 結果

と一 致 し た ．一方 B m C P V は，養 蚕関 連 施設 全 域 から 検 出 され ， B m N P V に比 べ

て汚 染 の 範囲 が 広 か っ た ． この 養 蚕 現場 の 作 柄を 改 善 する た め に， 上 蔟 室を 中

心と し た 防疫 対 策 と B m N P V に 消 毒効 果の あ る 0 . 5％ 消石 灰水 溶 液 を導 入 し た結

果，収 繭量 は 次 第に 回復 し ，核 多 角 体病 によ る 内 部汚 染 繭 の発 生 も 無く な っ た．  

ホル ム ア ルデ ヒ ド に 替 わ る B m N P V 不活 化 剤 を開 発 す るた め に ，次 亜 塩 素酸

ナト リ ウ ム（ N a C l O）の 活用 法 を 検討 し た ．0 . 3 %（ w / v）炭 酸 ナト リ ウ ム（ N a 2 C O 3）

を添 加 した N a C l O 水溶 液 （ 有効 遊 離 塩素 FA C  1 0 0  p p m） で多 角 体を 5 分 間 浸漬

処理 し た 結果 ， B m N P V は不 活化 さ れ た． 一 方 ， N a C l O 水溶 液 （ FA C  5 0 0  p p m）

ある い は 0 . 3 % N a 2 C O 3 水溶 液 で 多角 体 を 浸 漬 処 理し た 場 合，B m N P V は不 活 化さ

れな か っ た． こ の 結果 か ら ， 2 種 薬 剤の 併 用 によ り 不 活化 作 用 に 相 乗 効 果が 認

めら れ ， 低濃 度 の FA C で B m N P V が不 活化 さ れ るこ と が 判明 し た ．  

次 に 2 種薬 剤 混 合 液 に テ ト ラポ リ リ ン酸 ナ ト リウ ム （ N a 6 P 4 O 1 3） を 添 加し た

と こ ろ ， 鉄 が 腐 食 し な い 現 象 を 発 見 し た ． こ の 作 用 を 検 証 し ， 添 加 に 必 要 な

N a 6 P 4 O 1 3 の至 適 濃 度を 検 討 した 結 果 ， N a C l O（ FA C  3 3 7 . 2  p p m） と 0 . 3 % N a 2 C O 3

水溶 液 の 組合 せ で 必要 な N a 6 P 4 O 1 3 の 添加 量 は 0 . 2 %（ w / v）で ある こ と が判 明し

た．ま た，本 研 究か ら N a 6 P 4 O 1 3 に 特 異 な防 錆 作 用の 存 在 が認 め ら れた ．す な わ

ち，N a 6 P 4 O 1 3 は，N a C l O と の 共存 下 で 防 錆効 果 を 示す 特 徴 があ り ，N a C l O の FA C

が 3 3 7 . 2  p p m の 条件 下で は ，1 . 2 %の 薬 剤 濃度 で 鉄 の腐 食 を 抑制 し た ．一 方，N a C l O

を含 ま ない 1 . 2 % N a 6 P 4 O 1 3 水溶 液 の 単独 処理 で は 鉄が 腐 食 した ．こ れ らの 結 果 か

ら ，N a C l O，N a 2 C O 3 およ び N a 6 P 4 O 1 3 が 相互 に 作 用し て 防 錆効 果 が 得ら れ る もの

と考 え ら れた ． こ の 3 種 薬 剤混 合 液 で B m N P V の多 角 体 を浸 漬 処 理し た 結 果，

1 0 分 以 上の 処 理 で 不活 化 が 認め ら れ た．この 3 種 薬 剤混 合液 を「養 蚕 用 除 菌 洗

浄剤 」 と 命名 し ， 用い る 薬 剤を 全 て 食品 添 加 物の グ レ ード に 変 更後 ， 水 質の 影

響 を 考 慮 し て 実 用 的 な 組 成 を N a C l O （ FA C  2 4 0  p p m ） ＋ 0 . 5 % N a 2 C O 3 ＋

0 . 2 % N a 6 P 4 O 1 3 と し た．こ の組 成 で 主要 蚕病 原 に 対す る 消 毒効 果 を 検証 し た 結果 ，

供試 し た 病原 体（ B m N P V，B m C P V，コ ウジ カ ビ 病菌 ，緑 きょ う 病 菌 ，白 き ょう

病菌 ， 黒 きょ う 病 菌， セ ラ チア お よ び微 粒 子 病 原 虫 ） は， い ず れも 5～ 1 5 分 間

の浸 漬 処 理 で 不 活 化あ る い は殺 菌 さ れた ．次 に，「養 蚕 用除 菌 洗 浄剤 」の 各 種金

属へ の 防 錆効 果 を 検証 し た 結果 ， 鉄 ，銅 お よ び真 鍮 で は腐 食 が 抑制 さ れ た． さ

らに 散 布 に伴 う 塩 素ガ ス の 発生 状 況 を確 認 す るた め に，「実 用 養蚕 用 除 菌洗 浄剤 」

を ， 3 0℃ に 加 温 し た 気 密 性 の 高 い 人 工 飼 料 育 専 用 蚕 室 内 へ 散 布 （ 5 9 L， 1 L / m
2）

した 結 果 ，散 布直 後 から 2 4 時 間 経 過後 も塩 素 ガ スの 発 生 量は ，国 の 定 める 管 理

濃度 の 基 準値 （ 0 . 5  p p m） 以 下で あ っ た ．「 実 用養 蚕 用 除菌 洗浄 剤 」 の調 製 費 用

も試 算 し た結 果 ，1 0 0Ｌ あ たり の 調 製費 用は 4 7 3 円で あ り ，ホル ム ア ルデ ヒ ド 水

溶液 調 製 費用 の 約 1 / 2～ 1 / 3 程 度 であ っ た ．  

以 上， 茨 城 県下 の 養 蚕地 域 を 対象 に 核 多角 体 病 によ る 内 部汚 染 繭 の発 生 傾向

を解 析 し ，そ の 原 因と な る B m N P V の防 除 に 必要 な 現 場の 視 点 を 解 明 後 ，ホ ル

ムア ル デ ヒド に 替 わる 新 た な手 段 と して 「 養 蚕用 除 菌 洗浄 剤 」 を開 発 し た．  


